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◆第 15回 (1992年)日本分子生物学会年会のお知らせ (その 2)

第 15回年会を1992年 12月 7日 0～ 10日困の4日 間,国立京都国際会館で開催し

ます。詳細については後日 (10月 中旬の予定)お送りするプログラムでお知らせします

が,大会スケジュールのあらましは次頁の日程表の通りです。

なお,準備委員会とプログラム委員会の構成は下記の通りです。

<準備委員会>

今本 文男 (委員長 )

小関 治男

永田 俊夫

本庶  佑
<プ ログラム委員会>

今本 文男 (委員長 )

河野 享子

永田 俊夫

一 般 発 表

すでに会報ヽ 41(1992年 3月 )でお知らせしましたように,一般発表は,ポスター

発表 。日頭発表・シンポジウム発表のいずれかを希望していただく応募形式となります。

後記の「発表申込み」の要項にしたがいお申込みください。これらの発表申込演題の採

否は,演題採否通知書により,申込者にお知らせします。

ポスター発表

ポスター発表は第 1,2,4日 目で約 750題 を予定しています。ポスターは一日中

(9時より19時まで,ただし,最終日は16時 30分までの予定)掲示していただき,午前

中の指定した時間帯には発表者が口頭説明して下さい。すなわち,代表発表者は,指定

時間帯 (9時 30分～ 10時 30分 もしくは 10時 30分～ 11時 30分のいずれかを演題

採否通知書で指定)にはポスターの前に立ち,質問・討論に備えて下さい。ポスター掲

示のスペースは高さ150m× 幅 150m(両側に若千の余裕あり)を予定しています。

岩渕

志村

中西

三井

岡

高浪

畑中

由良

穆宏

満

正一

隆

雅樹

令郎

重忠

宏美 (故人 )

二

俊

雄

浩

雅

久

本

市

沢

岡

竹

藤

岡  穆宏
五島 直樹

畑山  巧

岡本 浩二

重定 勝哉

和田千恵子

加納 康正
清水  章
和田 守正
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口 頭 発 表

口頭発表は第 1,4日 日午後に 15会場 (約 660題 :15分/題 )で開催されます。後記

の口頭・ポスター発表セツシヨン名の一覧表より申込まれる演題に関連の深いものを一

つ選び,「発表の申込み」の要項にしたがいお申込み下さい。口頭発表のプログラム編

成は,申込みのあつた演題の中から準備・プログラム委員会が選んで行います。口頭発

表の申込が多い場合には,ポスター発表にしていただくようにお願いすることがありま

す。この場合に,ポスター発表を希望されない方は,「プログラム編集用カード」の通

信欄にその旨をご記入下さい。

シンポジウム発表

シンポジウムは第2日 日午後に6会場 (約 180題 )で開催されます。シンポジウム・

セツシヨンは,招待講演 (全体の1/3)と ~般応募講演で構成します。応募希望者は,後

記のシンポジウム・セッシヨン名の一覧表より申込まれる演題に関連の深いものを一つ

選び,「発表の申込み」の要項にしたがいお申込み下さい。発表演題の採択は,申込演

題の中から一覧表に記載の世話人が準備・プログラム委員会と相談して行います。シン

ポジウムでの口演発表時間の割りふり等の決定は,原則として世話人が行います。
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特別シンポジウム

第3日 目の午前と午後に後記のプログラムで行います。それぞれのセツシヨンは 1名

の海外招聘研究者と3名の国内研究者の講演 (英語)で構成されています。

ミニシンポジウム,ラウンドテーブル・ディスカッションの企画

第 2,3日 目のシンポジウム・特別シンポジウムと並行して,または第 1,2日 目の

19時以降に,表記会合の企画を希望される方は年会事務局に申し出て下さい。80名

前後の収容可能な部屋を提供します。申込みに際して,集会テーマ,世話人 (企画者,

進行係),話題提供者,使用時間等をお知らせ下さい。集会運営に関わる方は本学会会

員とし,当 日の進行一切は世話人が行つてください。集会は公開を原則とし,プ ログラ

ムに記載します。

(なお,申込み多数の場合にはご希望に添えないことがあるかも知れません)

発表の申込み

1.ポスター発表, 日頭発表およびシンポジウム発表の申込は,本年度会費既納の本学

会会員に限り, 1人 1題とします。なお,他のポスター発表, 日頭発表およびシンポ

ジウム発表の連名者となることはさしつかえありません。

2.発表演題は他学会での発表と重複しないものとします。

3.ポスター発表, 日頭発表およびシンポジウム発表の申込みは, とじ込みの用紙 (発

表申込書,プ ログラム編集用 。人名索引編集用カード,発表要旨,受取書,発表演題

採否通知書)に必要事項を記入 。印字し,要旨の電子コピー 3部を添え,ポスター,
口頭発表,シ ンポジウム発表のいずれを希望するかを必ず明記して,書留便で年会係

までお送り下さい。

なお,準備・プログラム委員会などへの連絡事項があれば,「プログラム編集用カ

ー ド」の通信欄にお書き下さい。ただし,希望に添えないこともあります。また,別

の手紙を添付または同封しないで下さい。

応募受付開始  1992年 7月 6日 (月 )
応 募 締 切  1992年 7月 31日 (金 )必着

送り先 〒565豊中市新千里東町 1-4-2
千里ライフサイエンスセンタービル14階

学会センター関西 内

第15回 日本分子生物学会年会 係

電 話 (06)873-2301   Fax (06)873-2300

(送 り先が昨年度と異なりますので,ご注意下さい。)
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4.ポスター・口頭発表の代表発表者およびシンポジウム発表者の本年度会費納入を確

認するために,申込書の指定の欄に会費払い込みの際に, が発行する領収書の

コピーを貼付して下さい。

なお,入会手続き中の方や,領収書を紛失された方は同欄にその旨を記入して下さ

い。また,入会申込みをされる方には,入会申込書と会員カードを提出された後に,

日本学会事務センターより会費の請求書が送付されますのでご注意下さい。会費未納

の場合には,発表申 を受理できませんのでご注意下さい。

5。 発表演題受取書は,申込み用紙到着後に代表発表者の本年度会費納入を確認の上,

返送されます。発表演題の日時についての通知は,会員の方々に送付されるプログラ

ムを以て代えます。発表演題は申込みの形式および内容に関して,不備,あ るいは不

適当と考えられる場合には,不採用のこともありますのでご承知おき下さい。

参加申込みおよび参加費

1.年会参加費は,前納の場合一般会員 5,000円,学生会員 4,000円です。当日受付

の場合は,それぞれ 6,000円 , 5,000円,非会員 7,000円 となりますのでご注意下

さい。参加費には講演要旨集 l部の代金が含まれています。なお,要旨集のみ希望の

方には,会員 2,000円 (ただし,会員 1人につき1部のみ),非会員 4,000円 でお

頒けします。

2.本年度は,懇親会を12月 9日困 18時より国立京都国際会館内「サクラ」におい

て予定しています。懇親会費は, 5,000円です。奮ってご参加下さい。

3.年会参加費,要旨集代金,懇親会費の払い込みには,同封の振替用紙をご利用下さ

レ` 。

同封の用紙を使用されない場合には,必ず通信欄に,第 15回 日本分子生物学会年

会費と記入し,送金の内訳,住所 。氏名をご記入の上,下記の郵便振替口座へご送金

下さい。

日座番号  大阪2-22357
加入者名  財)日本学会事務センター 大阪事務所

(学会費の振替用紙とは口座が異なりますのでご注意下さい)

整理の都合上,申込み者 1人につき 1枚の振替用紙をご使用下さい。

4.11月 1日 までに参加費を払込まれた方には,年会前に講演要旨集を郵送します。

11月 2日以降に払込まれた場合には,年会会場にて講演要旨集をお波しすること

になりますのでご注意下さい。

5.参加費払込みの領収書は,原則としてお送りしませんのでご了承下さい。念のため,

郵便局の領収書を保管しておいて下さい。
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6.当 日申込まれる方は,会場受付で参加費をお支払い下さい。

7.年会期間中の宿泊・ JR・ 航空券の手配については, 日本交通公社 (JTB)京都

支店 (国際旅行課)よ りご案内します。

8.第 15回年会に関する問い合わせ先

本年の年会運営は下記で担当します。この年会についてのご意見は下記宛にお願い

します。

学会センター関西 (囲 日本学会事務センター大阪事務所)内

第 15回 日本分子生物学会年会 係

(7月 3日 まで) Tel:(06)356-6041  Fax:(06)356-6190

(7月 6日 から) Tel:(06)873-2301   Fax:(06)873-2300

発表申込用紙などの記入上の注意

1.用紙は切り離さずに郵送して下さい。

2.*印の項には記入しないで下さい。
3.要旨はオフセット印刷しますので,ワ ードプロセッサーまたはタイプライターで直

接印書するか,または印書したものをていねいに糊付けして下さい。代表発表者の前

には,C)印をつけてください。所属は略称を用いて下さい。

なお,鮮明な電子コピーを3部 (B5判 )添付して下さい。

4.プログラム編集用カー ドにしたがつて,プ ログラムを編集・印刷します。「演題」

「氏名 。所属」を要旨に記載のものとまったく同じに記入して下さい。なお,同一研

究グループで複数の関連演題を発表する場合に,発表の順序などに希望があればその

旨を「プログラム編集用カー ド」の通信欄に記入して下さい。

5。 人名索引編集用カー ドには演者および連名の方すべてについて 1枠に 1名ずつ記入

して下さい。

なお,外国人の方は,カ タカナでの表記を避け,アルファベットでファミリーネー

ム,フ ァーストネームの順で記入して下さい。

6。 発表申込書には「演題」「氏名 。所属」とともに,連絡者 1名の氏名・住所 。電話

番号・Fax.mを記入して下さい。

7.口頭 。ポスター発表の分類について,分類表から希望するものを選び, 2種の番号

で記入 (例 :I-1,Ⅳ -5な ど), 日頭・ポスターのいずれを希望するかを明記し
て下さい。昨年度に引続き研究内容中心の分類を採用しています。できるかぎり,そ

の研究内容に沿った項目を選ぶようにして下さい。

8。 シンポジウム発表に応募される方は,セ ッシヨン名一覧表より希望するものを選ん

でアルファベットおよび番号で (例 :A-1,B-3な ど)ご記入下さい。
-5-



9.代表発表者の杢ヨ三塁[塗墾雪重墾Z塑壁]監董玉壺壁彊ヒ菫監コピ型望塑型≧」圭二を所定の欄

に貼付して下さい。入会手続き中の方や領収書を紛失された方は同欄にその旨をお書

き下さい。

10.受取書のノ`ガキには「演題」,発表演題採否通知書のノ`ガキには「演題」と「発表

希望セッシヨン名」を記入して下さい。また,裏面には宛名を記入し, 41円の切手

を貼って下さい。切手が貼られていない場合には返送しません。

- 6 -



一般口頭発表,ポスター発表のセッション名

I.分子構造
1.ゲノム解析 (遺伝子工学 )
2.遺伝子,核酸
3.蛋白質 (蛋白質工学 )
4.分子集合
5。 分子進化

6.染色体外因子 (ウイルス,フ ァージ,プラスミド)
7。 その他

Ⅱ.分子機能
1.複製 (DNA,RNA,染 色休 )
2.組換え,修復,変異
3.転 写
4.翻 訳
5。 RNA機能, RNAプ ロセツシング
6.蛋白質のプロセッシングと局在化
7.染色休外因子 (ウイルス,フ ァージ,プラスミド)
8。 その他

Ⅲ.細胞の構造
1.核内構造と核機能 (染色休,ク ロマチン,核小休 )
2.細胞質オルガネラ (ミ トコンドリア,ク ロロプラスト等)の構造と機能
3.細胞 (生休膜,骨格 )
4。 その他

Ⅳ.細胞の機能
1.情報伝達 (成長・分化因子,ホルモン等の生理活性物質,ス トレス応答 )
2.細胞増殖 (分裂,周期 )
3.癌遺伝子,癌化
4.増殖関連因子
5。 その他

V.高次生命現象
1.免 疫
2.発生,分化
3.神 経
4.病因解析・診断,老化
5。 その他

Ⅵ。分子生物学的方法論,技術

- 7 -



特別シンポジウム (A) (12/9 9:30～ 12:30)

「Intracellular Protein Assernbly and Stress Proteills」

1)Costa Georgopolus:Molecular Chaperons;

Biological R01e and RIechanisΠl of Autoregulation

(座長 ) 由良  隆
(60分 )

2)伊藤 維昭 :Genetic Analysis Of PrOtein Translocation Across and

lntegration into the Menlbrane

(座長)水 島 昭二

(40分 )

3)1矢原 一郎 :Structure and FunctiOn Of the 90-KDa Heat Shock Protein,HSP 90

(座長)永 田 和宏

(40分 )

4)米田 悦啓 :Molecular Mechanism of Nuclear Protein TranspOrt

(座長 ) 水野 重樹

(40分 )

特別シンポジウム (B) (12/9 14:45～ 17:45)

「FrOl□L Genollle Structure to IIigher Biological Functions」

1)Maynard 01son:PhysicallMapping Of Human Chromosomes

(座長)松 原 謙一

(60分 )

2)柳田 充弘 :Genome Dynamics in Cell Division Cycle

(座長)吉 川  寛

(40分 )

3)中西 重忠 :Recent Development of Genomic Studies on Neuronal

and IB,rain iFunctions

(座長 ) 御子柴克彦

(40分 )

4)中村 祐輔 :Human Genome Mapping and Tumor Suppressor Gene
(座長) 井川 洋二

(40分 )
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シンポ

(A)

1)ゲ ノム解析研究の展望

2)DNA複製制御の分子機構

3)細胞機能制御と遺伝子発現

4)核・染色体の構造と機能発現

5)発生・分化の分子的制御

6)免疫の分子生物学

(B)

1)DNAト ポロジーの生物効果

(世話人)榊   佳之,島田 和典

(世話人)花 岡 文雄,平賀 壮太

(世話人)谷 口 維紹,石井 俊輔

(世話人)広 瀬  進,丹羽 修身

(世話人)竹 市 雅俊,近藤 寿人

(世話人)本 庶  佑,西川 イ申一

(世話人)菊 池 詔彦,吉田 充輝

西本 毅治,山本  雅

小川 英行,大坪 栄一

岩渕 雅樹,町田 泰則

水野  猛,嶋本 伸雄

(世話人)御 子柴克彦,高井 義美

ム・セ ノヽ

2)細胞周期の制御と癌化

(世話人 )

3)遺伝的組換えの制御

(世話人 )

4)植物生理機能の分子生物学 :植物の形と環境応答

(世話人 )

5)転写の分子機構と制御

(世話人 )

6)細胞認識とシグナル伝達

- 9 -



◆学会費 (年度会費)納入についてのお願い

1.平成 4年度分および未納分の学会費を3月 中旬にお送りした請求書 (郵便振替用

紙)により下記の通り納入して下さい。なお,学生会費を納入される方は,細則第 2

条により,在学証明書を日本学会事務センター (東京)へ提出して下さい。

正会員学会費 2,500円

(但 し,在学証明書を提出したときは2,000円 )

学会費の納入に際しては年会参加費と混同しないようにお願いします。

2.年会の講演申し込みには,学会費納入控 (または領収書)のコピーを添付すること

が必要です。講演を希望される方は,学会費納入控 (または領収書)を保管しておい

て下さい。

◆日本分子生物学会入会申込みの手順

日本分子生物学会に入会を希望される方は,書面または電話により下記宛お申し込み

下さい。所定の書式をお送り致します。

〒113東京都文京区本駒込 5-16-9 学会センターC21

(財 )日 本学会事務センター・会員業務

日本分子生物学会 係

電話 (03)5814-5810  Fax (03)5814-5825

◆学術賞および研究助成金の本学会推薦について

学術賞および研究助成金の本学会よりの推薦は本学会選考委員の意見にしたがって行

いますが,そのために必要な資料部数および期限は次の通りです。

1.資料 :①本申請に必要な申請資料 (オ リジナル+募集要項に記載されている部数の

コピー)および論文

②本学会の5名の選考委員用に上記申請資料のコピー 5部 (論文は不要 )

2.期限 :本申請の概ね 1か月前までに〒113東京都文京区本郷7-3-1,東京大学
工学部工業化学科 第 4講座, 日本分子生物学会 庶務幹事 渡辺公綱まで郵

送して下さい。

3.葉書 :申込受付確認のため返信用葉書に宛名を書いて同封して下さい。

注意 :資料②を同封せずに応募される人がかなりあります。 によっては受け

付けできませんので, ご注意下さい。

現在までに本会宛に推薦依頼のあつた各種賞・助成などの要項と締切日をご案内致

します。ご留意の上,適宜お申し込み下さい。なお,本会への郵送は学会推薦の選考

りの 1か月前 (厳守 ) に締切 りますのでご注意下さい。のため,こ の締切
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国際生物学賞委員会

(03)3263-1721

102千代田区麹町5-3-1

ヤマトビル, 日本学術振興

会内

1件
H.4
6月 30日

賞状,賞牌
1,000万円

財井上科学振興財団

(03)3477-2738

150渋谷区猿楽町11-20

5件以内

(1件 )

H.4
9月 20日

1件メダル

200万円

財 日産科学振興財団

(03)3543-5597

104中央区銀座 6-17-2

④～10件

③～15件

(各 2件 )

◎～35件

(全件)

H.4
8月 31日

共同研究

1件

④1500万円

③ 300万円

個人研究

◎ 200万円

以下

財東レ科学振興会

(0473)50-6103

279千葉県浦安市美浜

1-8-1東 レビル

2件前後

(2件 )

H.4
10月 11日

1件

賞状金メグル

500万円

同  上

総 額
1億円前後

(2件 )

H.4
10月 11日

特に定めず

最大3000万円

まで

財ブレインサイエンス振興

財団

(03)3273-2565

104中央区八重洲 2丁 目

6-20
1件

・12件

(1件 )
H.4
11月 30日

・ 1件

100万円

1件

200万円

同  上

総額

150万円

総額

100万円

H.5
1月 11日

.1件

50万円まで

・ 1件

50万円まで

財山田科学振興財団

(06)757-3311

544大阪市生野区巽西

1-8-1

総 額
6,000万 円

(2件 )

H.5
3月 31日

1件

300万円～

700万円

財上原記念生命科学財団

(03)3985-3500

171豊島区高田3-25-3

2件以内

(1件 )

H.4
9月 10日

金 牌
1,000万円

国際生物学賞

井上学術賞

日産学術研究

助成

東 レ科 学

技 術 賞

東レ科学技術

研究助成

・ ブレインサ

イエンス財

団研究助成

・塚 原 仲 晃

記念賞

。海 外 派 遣

研究助成

海外研究者

招聘助成

山田科学振興

財団研究援助

生物学の研究において世界的に優れた

業績を挙げ,世界の学術進歩に大きな

貢献をした研究者 (本年度,授賞分野
は比較生理学 )。

自然科学の基礎的研究者で特に顕著な

業績をあげた者 (但 し締切日現在満50

歳未満 )。

自然科学分野の基礎的な研究に従事し,

1～ 3年間を要する研究を行おうとす

る研究者および研究グループで,その

研究成果が学術の進歩,発展に貢献す
るところが大きいと思われるもの。社

会の著しい変化にともない, 自然科学

にとどまらず,人文科学,社会科学の

分野も含む。

学術上の業績顕著なもの,学術上重要
な発見をしたもの,重要な発明により
効果が大きいもの,技術上の重要問題
を解決し貢献が大きいもの。

理・工学分野で独創的,萌芽的な研究
を活発に行つている若手研究者,また

はそのグループ。

ブレインサイエンス研究分野 (脳神経

に関する自然科学的研究をすべて含む

研究領域)において,独創的で国際的
評価に値する研究者。

なるべく若い者,単独または共同研究
も可。

ブレインサイエンスの研究の促進を図

るため,国際学会,シ ンポジウム等ヘ

の参加,あ るいは研究者の派遣を助成。

同分野において独創的テーマに意欲的

に取り組んでいる外国人研究者の招聘

を助成。

自然科学の基礎的分野における重要か

つ独創的な研究に従事する個人または

グループに対し助成。

10件内外。

生命科学の栄養学,薬学,基礎および
臨床医学,社会医学で顕著な業績をあ

げ,引 き続き活躍中の研究者。

上  原  賞

申請をご希望の方は念のため詳細を関係先へご照会下さい。( )内の件数は学会からの推薦枠。
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◆第 5回 (1992年度)「東燃研究奨励賞」について

東燃株式会社より,分子生物学の研究に携わる着手研究者に対して「東燃研究奨励

賞」が授与されます。

この件につき,選考を本学会に依頼されましたので,推薦を受けたい方は下記に従っ

て応募してください。

1。 「東燃研究奨励賞」応募者の資格

大学および研究機関において分子生物学の領域で優れた研究を行つている大学院生

および若手研究者 (年令30才程度以下 )。 ただし,平成 4年 4月 1日 現在本学会会員

であること。

2.授与件数と金額

2件 (計 2名 ),研究奨励金 1名につき50万円

3.応募方法および締切日

以下の書類などを王成4年 7月 31日必置で, 日本分子生物学会「東燃研究奨励賞」

係まで郵送する。応募書類などは返却しない。

1)所定の応募用紙に必要事項を記載したもの (オ リジナル 1部および本会選考委

員会用コピー 5部 )

2)論文目録に記載された論文の別刷またはコピー各 5部 (ただし3編以内)

4.応募用紙請求先

平成 4年 7月 10日 (必着 )ま でに,宛先を記入した返信用B5判封筒 (120円切

手を貼ったもの)を同封して下記へ郵便で請求して下さい。

〒113‐東京都文京区本駒込 5-16-9 学会センターC21

囲 日本学会事務センター・学会業務

日本分子生物学会 係

電話 (03)5814-5801  Fax (03)5814-5820

5,応募書類送付先

〒113東京都文京区本駒込 5-16-9 学会センターC21

財)日本学会事務センター・学会業務

日本分子生物学会 係
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◆第 !9回 (平成 4年度)日産学術研究助成の募集について

研究助成課題

1.人間と機器との係わりに関する研究 (重点助成課題 )

2.資源・エネルギーに関する研究

3.自然環境および都市環境に関する研究

4.新しい機能材料の研究

5,生命現象に関する研究

研究助成要約

締 切 日

学・協会から当財団への推薦締切日は,平成 4年 8月 31日 (月 )。

資料請求・問い合わせ先

財団法人 日産科学振興財団研究助成 係

〒104東京都中央区銀座 6-17-2 木挽館
TEL(03)3543-5597(代表 )

FAX(03)3543-5598

研究の種別
般 研 究 助 成

奨 励 研 究 助 成
(A) (B)

研究の性格

研究が長期にわたる学際

的グループ研究

(共同研究に限る)

大きな発展の可能性を内

蔵する課題の前段階的研

究あるいは短期間の研究

(共同研究に限る)

若手研究者による萌芽的

・独創的研究

(個人研究 )

1件 当 りの

助 成 金 額
1,500万 円限度 300万 円限度 200万円限度

助成金の総額

(採択件数 )

約12,500万 円

(10件程度 )

約4,000万 円

(15件程度 )

約5,500万 円

(35件程度 )

助成金の支払

期    間

・平成 5年度 (5/4～
6/3)
を助成第 1年度とする。

・助成期間 2～ 3年 助成期間 1年

同  左

助成期間 1年

-13-
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◆山田科学振興財団 1993年度研究援助候補推薦要項

援助の趣旨および内容

1.本財団は, 自然科学の基礎的研究に対して研究費の援助を致します。実用指向研究

は援助の対象としません。

2.援助額は 1件当たり300万円～ 700万円,総額 6,000万円,援助総件数は10件程

度ですが,学会からの推薦および本財団関係者からの個人推薦の中から選考致します。

3.援助金を給与に充てることは出来ませんが,他の使途は自由です。

4.援助金の使用期間は,贈呈した年度およびその次の年度の計2年間とします。

推薦方法

イ.推 薦 者 本財団が依頼した学 (協 )会の代表者
口.推薦件数 1推薦者ごとに2件以内
′ヽ.推薦手続 推薦者は,以下の書類を整え, ご送
付願います。

1.所定の推薦書用紙またはその写しに必要事

項を記入したもの  4部
2.添付書類 (研 -5ページ参照 )

記載上の注意

イ.紙面不足のときには,同型同大の別紙で追加し

て下さい。

口.代表研究者は,所属のある場合,当該所属の長

から本援助の申込をすることについての承諾を得

て下さい。

推薦締切期日 本財団に推薦書が到着する締切期日は
1993年 3月 31日 です。

選考方法 選考委員会において選考の上,理事会が決
定します。

選考結果の通知 1993年 7月迄に推薦者および代表

研究者等に宛てて通知します。

援助金の贈呈 選考結果の通知後適時贈呈致します。
推薦書送付先および連絡先

財団法人 山田科学振興財団

(Yainada Science Foundation)

〒544大阪市生野区巽西 1丁 目8番 1号

電話 大阪 (06)757-3311(代表 )
研究の成果または会計の報告

援助金の受領者に対して,必要に応じ,研究経過,

研究成果,または会計について報告書の提出または発

表をして頂きます。

付  記
イ.援助金の使途を変更する場合には,予め本財団の

承諾を得て下さい。

口.研究成果を文書によって発表される際には,本財

団 (財 団法人 山田科学振興財団 ,Yamada
Science Foundation)の 援助による旨を記載し,

報文の類にあってはその別刷 1部,また著書の類

にあってはその 1部をご寄贈願います。

ハ.ご提出頂きました推薦書および添付書類は,お返

しいたしません。

研究者各位ヘ

推薦者の項に対応する学 (協 )会は次記のとおりです。学 (協 )会により締切期日および

募集方法が異なりますから,代表研究者は応募の際,各学 (協 )会にお問合わせ願います。

日本天文学会  日本化 学会
日本物理学会  高分子学 会
応用物理学会  日本農芸化学会
日本金属学会  日本薬 学 会
地 震 学 会  日本生化学会
地球電磁気 。地球惑星圏学会

日本生 理学 会

日本遺伝 学 会

日本分子生物学会

日本動 物学 会

日本細胞生物学会

日本生物物理学会

日本発生生物学会

日本植物生理学会

日本植 物 学会

日本 免疫 学 会
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◆各種研究助成などへの本学会推薦について

○平成 3年度 (第32回 )東レ科学技術研究助成候補者として本学会が推薦した下記 1件

が採択された。

横山 茂之 (東大 。理 )
「分子認識機構に基づく人工遺伝暗号システムの構築」

01992年度山田科学振興財団研究援助に申請のあつた下記2件を本学会より推薦した。

杉野 明雄 (阪大 。徴研 )
「出芽酵母 (Sac“ arοmyces“reyisね c)DNAポリメラーゼ cの
DNA複製における役割と細胞周期による発現および活性調節機構の研究」

岡本  仁 (基生研 )
「外来遺伝子の微小注入技術を使つた,ゼブラフィッシュ胚発生機構の解析」
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◆各種シンポジウムのお知らせ

○千里ライフサイエンスセミナー「第 3回 血管病変の分子生物学」

日 時 平成 4年 9月 18日 (金 )午前 10時～午後 4時 30分
場 所 千里ライフサイエンスセンタービル ライフホール (5階 )

〒565大阪府豊中市新千里東町1-4-2(地下鉄御堂筋線千里中央駅すぐ)
主 催 財団法人 千里ライフサイエンス振興財団
協 賛 株式会社 千里ライフサイエンスセンター
コーディネータ 国立循環器病センター研究所 副所長 山本  章
プログラム 1。 内皮細胞と血球細胞のインタラクシヨン

自治医科大学 教授                島田 和幸
2.平滑筋細胞のフエノタイプと増殖
千葉大学医学部 講師               齋藤  康
3.PAF受容体と情報伝達
東京大学医学部 助手               和泉 孝志
4.EDRFと動脈硬化, リポ蛋白
神戸大学医学部 教授               横山 光宏

5.プ ロスタグランディンの生化学と分子生物学

徳島大学医学部 教授               山本 尚三

受講料 (講演要旨集合む)

会 員 (但 し,大学,官公庁,当財団賛助会員,
主催 。協賛団体会員)       :5,000円

非会員                  :7,000円
学 生                 :3,000円

定 員 200名
参加申込方法 ①氏名②勤務先,所属,役職名,所在地,〒 ,電話, FAX番号③振込

予定日を明記の上,葉書またはFAXで下記宛お申込み下さい。参加費は申込

後に大和銀行千里中央支店・普通預金M4601085。 同千里ライフサイエンス

振興財団口座宛開催日の3日前までにお振込下さい。なお振込の際振込者名の

前にK3と ご記入下さい。ご送金確認次第,領収書兼参加証を送付致します。

申込先  (財 )千里ライフサイエンス振興財団「血管病変」セミナー係

(平成 4年 6月 30日 まで)

〒565大阪府豊中市新千里東町1-4-1 阪急千里中央ビル 9階
TEL(06)871-5535 FAX(06)871-5530

(平成 4年 7月 1日 以降 )

〒565大阪府豊中市新千里東町1-4-2 千里ライフサイエンスセンタービル
TEL(06)873-2001 FAX(06)873-2002

担当 :江 口・松尾
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催
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○千里ライフサイエンスセミナー

「ブレインサイエンスシリーズ 第4回 学習・記憶の分子機構」

日 時 平成 4年 10月 2日 (金 )午前10時～午後5時 30分
場 所 千里ライフサイエンスセンタービル ライフホール (5階 )

〒565大阪府豊中市新千里東町1-4-2(地下鉄御堂筋線千里中央駅すぐ)
財団法人 千里ライフサイエンス振興財団

株式会社 千里ライフサイエンスセンター

大阪大学医学部 教授 遠山 正爾
ラム 1.グルタミン酸受容体の多様性

京都大学医学部附属免疫研究施設 助手       桝  正幸
京都大学医学部附属免疫研究施設 教授       中西 重忠

2.グルタミン酸受容体の生理機能と可塑性
九州大学理学部生物学教室 教授          杉山 博之

3.グルタミン酸受容体の脳内分布
大阪大学医学部解剖学第 2・ 神経科学教室 助教授  木山 博資

4.脳の可塑性とグルタミン酸受容休
大阪大学医学部バイオメディカルセンター高次神経医学部門 教授

津本 忠治
5.長期抑圧の分子機構とグルタミン酸
理化学研究所フロンテイア思考ネットワークチーム研究員 岡田 大助

6.グルタミン酸と精神疾患
国立精神・神経センター神経研究所 室長      西川  徹

受講料 (講演要旨集含む)

会 員 (但 し,大学,官公庁,当財団賛助会員,
主催 。協賛団体会員)       :5,000円

非会員                  :7,000円
学 生                :3,000円

定 員 200名
参加申込方法 ①氏名②勤務先,所属,役職名,所在地,〒 ,電話, FAX番号③振込

予定日を明記の上,葉書またはFAXで下記宛お申込み下さい。参加費は申込
後に三和銀行千里中央支店 。普通預金No.3656634・ 同千里ライフサイエンス

振興財団口座宛開催日の3日前までにお振込下さい。なお振込の際振込者名の

前にB4と ご記入下さい。ご送金確認次第,領収書兼参加証を送付致します。
申込先  (財 )千里ライフサイエンス振興財団「ブレインサイエンス」セミナー係

(平成 4年 6月 30日 まで)

〒565大阪府豊中市新千里東町1-4-1 阪急千里中央ビル 9階
TEL(06)871-5535 FAX(06)871-5530

(平成 4年 7月 1日 以降 )

〒565大阪府豊中市新千里東町1-4-2 千里ライフサイエンスセンタービル
TEL(06)873-2001 FAX(06)873-2002

担当 :江 口。松尾
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○国際シンポジウム「ライフサイエンスの進展とこれからの健康」

一千里ライフサイエンスセンタービル竣工記念一

会 期 平成 4年 10月 15日 (木 )～ 16日 (金 )
会 場 千里ライフサイエンスセンタービル ライフホール (5階 )

〒565大阪府豊中市新千里東町1-4-2(地下鉄御堂筋線千里中央駅すぐ)
TEL(06)873-2001

主 催 財団法人 千里ライフサイエンス振興財団
後 援 株式会社 千里ライフサイエンスセンター

プログラム

【10月 15日 (木 )10:00～】           【10月 16日 (金)9:00～】
1.招待講演  「日本におけるバイオメディカルサイエンス 6.招待講演  「発癌研究の歴史と展望」

進展の歴史的背景と今後の国際的役割」     花房秀三郎 (ロ ツクフエラー大学 教授 )
石坂 公成 (ラ ホヤ・アレルギー      7.招 待講演  「プリオン病の分子生物学」

免疫研究所 所長)    チャールズ・フイスマン
2.招待講演  「未定」                          (チ ユーリツヒ大学 教授 )

利根川 進 (マサチューセッツエ科大学 教授) 8.招待講演 「医学の進歩とクオリテイオブライフ」
一 昼  食 ―             柳田 邦男 (評論家 )

3.招待講演  「心と行動の脳機構の解明に向けて」
伊藤 正男 (理研 。国際フロンティア研究       〈公用語 日本語・英語 :一部同時通訳〉

システム システム長 )

4.招待講演  「遺伝子工学の臨床的応用」
高久 史麿 (国立病院医療センター 院長 )

5.招待講演  「循環器病の予防について」
尾前 照雄 (国立循環器病センター 総長 )
一 レセプション ー

参加方法 参 加 費  大学,官公庁        :25,000円
主催 。後援団体会員,賛助会員 :30,000円 (講演要旨集,

一 般            :45,000円
 籠魯:|じ :こテ

学 生         :15,000円
申込締切 9月 30日 (水 ),定員 (440名 )になり次第

申込方法 ①氏名②勤務先 。所属 。役職名 。所在地 (〒 ・電話・ FAX番

号)③振込予定日を明記の上, FAX(又は葉書)で下記宛お申込

み下さい。参加費は,お申込み後三和銀行・本店・普通 .ヽ1811008・

国際シンポジウム事務局へお振り込み下さい。ご入金確認後領収書

兼参加証をご送付致します。
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申込 。問合先 財)千里ライフサイエンス振興財団 。国際シンポジウム事務局

(平成 4年 6月 30日 まで )

〒565豊中市新千里東町 1-4-1

阪急千里中央ビル 9階

TEL (06)871-5535  FAX (06)871-5530

(平成 4年 7月 1日以降 )

〒565豊中市新千里東町 1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル 8階

TEL (06)873-2001  FAX (06)873-2002

○第 45回 日本細胞生物学会大会

日   時 :平成 4年 (1992年 )10月 21日 (水 )～ 23日 (金 )
場   所 :徳島県郷土文化会館

〒770徳島市藍場町 2-14

TEL (0886)22-8121

大会委員長 :市原  明 (徳島大学酵素科学研究センター )
〒770徳島市蔵本町 3丁 目18-15

演題締切 日 :平成 4年 6月 30日 (火 )(消印有効 )

連 絡 先 :第 45回 日本細胞生物学会大会 事務局
徳島大学酵素科学研究センター 酵素病理学部門

TEL(0886)31-311l FAX(0886)33-0771
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O PLANT GENOME Iの ご案内

PLANT GENOME I
November 9-11,1992

Town & Country Hotel, San Diego, CA

Sponsors
Agricultural Research Service, USDA/ARS National Agricultural Library, USDA/NAL

John lnnes Centre (U. K.) National lnstitute of Agrobiological Resources, NIAR (Japan)

Chairmen
S. Heller, USDA/ARS, Beltsville, MD J. Miksche, USDA/ARS, Beltsville, MD

M. Gale, John lnnes Centre, Norwich. UK K' Takayanagi, NIAR, Tsukuba, Japan

Organlzer
Scherago lnternational, lnc.

11 Penn Plaza, Suite 1003, New York, NY 10001, Tel: 212l'643-1750, Fax:Q121643-1758

SCIENTIFIC PROGRAM
MONDAY, NOVEMBER 9, 1992 1:OIO PM-3:OO PM VIEWNG OF EXHBIS AND POSTERS

9OO AM-'I2:OO NOON SESSION I _PURPOSE, 3:OO PM-6:30 PM SESSION IV_INFORMATICS_
MANAGEMENT & ORGANIZATION_K. BUSSELL, NAL A. BARBEB, DOE

J. Miksche, ARS . K. Russell, NAL . G. Jen, CSRS D. Bigwood, NAL, Behsville ' J. McCarthy, LBL, Berkeley, CA

E. Magnien, EC . K. Takayanagi, Japan D. King, NABIAP Proiect, VPI ' A. Stoner, GRIN, ARS, Behsville

1:00 pm-3'00 pm VIEWING OF EXHIBITS AND POSTERS TBA, NCByNIH, Bethesda ' S, Knapp, Oreson

3:00 pm-7:00 pm SESSION II -MAPPING PR(UECTS-
M. BERLYN. YALE WEDNESDAY, NOVEMBER 11,1992
R. Shoemaker, ARS, lowa . E. Coe, ARS, Missouri 9:00 am-12:00 Noon SESSION V-BEYOND THE MAP-
D. Neale, USDA/FS, Berkeley, CA ' M. Gale, Norwich, UK A. RAFALSKI, DUPONT

B. Nilan, Pullman . N. Kurata, NIAR, Japan S. Tanksley, Cornell ' T. Sasaki, NIAR, Japan (cDNA talk)

T. Osborne, Madison G. Moore, Norwich ' T. Helentiaris, Arizona
J. Bennetzen, Purdue

TUESDAY, NOVEMBER 10, 1992 1:00 pm-3:00 pm VIEWING OF EXHIBITS AND POSTEBS

9O0 am-l2:fi) Noon SESSION III-MAPPING PRGJECTS- 3:fl) pm-6:30 pm SESSION VI-BEYOND THE MAP-
C. KANEDA, KOBE UNIVERSITY G. FISCHBECK, MUNICH

E. Meyerowitz, Cal-Iech ' R. Sholl, OSU B' Burr, Brookhaven ' M. Ganal, Cornell

C. Dean, Norwich . R. Sederoff, NC State R. Michelmore, UC Davis ' H. Goodman, Mass General

J.P. Gustafson, ARS, Missouri R. Philips, Minneapolis ' P. Helsop-Harrison, Norwich

Proposed Satellite Sessions
"Forest Tree Genome Mapping" -organized by David Neale
"Map Generation & Analyticil Mapping Software Workshop" -organized by Ed Coe,
Mary Berlyn & Stan Levtosky

Participants are invited to submit abstracts for the poster session'
Abstract deadline for lnclusion in the Final program is October 1.

Registration Fees:
$325 ON-SlrE REGISTRATION.
$275 ADVANCE REGISTRATION-(Received bv Sept. 16)

$ 75 STUDENT REGISTRATION-student status must be confirmed in writing by
department chairman.
Student rate does not apply to postdoctoral
applicants.

お問い合わせ先

〒305茨城県つくば市観音台2-1-2
農業生物資源研究所

企画調整部  高柳 謙治
TEL (0298)38-7430  FAX (0298)38-7408
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第 19回核酸化学シンポジウム予告 (2)

:平成 4年 11月 11日 (水)～ 13日 (金 )
:パピオン 24内 ガスホール
(福岡市博多区千代 1丁 目 17番 1号 )
丁EL(092)633-2222

共 催 :日 本化学会・日本生化学会・日本生物物理学会・日本農芸化学会・日本分子生物学会
日本薬学会・有機合成化学協会・高分子学会

発表形式 :口頭発表は 1演題 12分、質疑 3分、スライド使用 (10枚 まで)と します。ポスター発表は、
1.5m× 1.5mの範囲内で、できるだけ見易く工夫 して下さい。また、口頭による4分以内の
概要説明 (ス ライド5枚以内、質疑なし)を行います。ポスターは、第 1日 、第 2日 については

少なくとも10:00‐ 17:30、 第 3日 については10:00‐ 16:00の間掲示 して下さい。

プログラム

11月 11日 (水 )
9100‐ 9:10 開会のあいさつ、連絡
9:10‐ 10:40  セッション l  DNA,RNAの切断
1-1  0NAマ イナーグループにおけるエスペラミシン/カ リチェミシンのDNA切断様式 ○上杉志成、杉
浦幸雄 (京大化研 )

1-2 L‐ DNAを 用いるブレオマイシンの特異的DNA切断機構の解明 ○浦田秀仁、上田義明、宇佐美吉英、
赤木昌夫 (大阪薬大 )

1-3 Viologen類縁体及びその修飾DNA o‖ gomerの合成とDNA切断活性について ○池田寿文、田中圭、
冨士薫 (京大化研 )

1‐4 0NAの 酸化的切断の分子機構 ○杉山弘、山口英一、山下克宏、藤本健造、斎藤烈 (京大工 )
1‐ 5 塩基配列特異性を持つDNA鎖光切断物質の開発 ○黒田玲子、四ノ宮美保、大塚雅巳 (東大教養 )
1‐6 RNAの 加水分解に対する希土類金属イオンの驚異的な触媒効果 ○松村一成、小冨山真 (東大工 )
10:40-11:00 休貢凛、
11:00‐ 12:30 セッション2 リボザイム、核酸の分離 (1)
1‐ 7  ハンマーヘッド型RNA酵素のループ部分のG→ 1変換体の性質 ○上杉晴― (横浜国大工)小玉啓文、
廣明秀一、小田井修 (阪大薬 )

1‐8  エイズウイルス用多弾型リボザイムの開発 大川淳 (長瀬産業)、 湯山則子 (茨大農)、 0多比良
和誠 (微工研 )

1‐9  キメラ体リボザイムによる基質特異性の向上 ○嶋山隆 (日立化成)、 澤田慎矢 (筑波大物質工)、
小宮山真 (東大工)、 和田晃 (久光製薬)、 西川富美子、西川諭、多々良和誠 (微工研 )

1‐ 10 ∪6核内低分子RNAと (‐)sTRSVの キメラRNAの 作製とその基質RNA切断活性に関する解析 ○谷時雄、
高橋裕治、大島靖美 (九大理 )

1-11 最小のレプリカーゼとしてのハマーヘッドリボザイム ○徳元康人、西郷薫 (東大理 )
1-12 DNAプローブクロマ トグラフィの分解能の向上 ○陶山明 l,2、 土屋淳 2、 矢野圭司 2、 福田雅夫 2

(1東大教養、2長岡技科大 )

12:30‐ 13:30  1昼 食

13:30-14:00  特別講;寅:1  1⊃ NA Modification by the haloethy卜 nitrosoureas and the enzymatic repair of

these lesions.David B.LudlurTl(Univ.of Massachusetts,U.S.A.)
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14:00‐ 15:30 セッション3 核酸の分離 (2)、 ポスター概要説明
1‐ 13 フルオロアルキル結合型シリカゲルカラムを用いる核酸及び関連化合物の高速液体クロマ トグラフ
ィ ○伊藤裕子、木下俊夫、二村典行 (北里大薬 )

1‐ 14 ヌクレオシドを含むHPLC用固定相の合成および核酸成分の選択的分離 ○稲木良昭、松川賢治、河
野秀樹、王紅、和田健彦、望月衛子、竹本喜一 (阪大工 )

ポスター概要説明

1‐ 15P トリフェニルメタン色素によるプラスミドDNAの二本鎖同時光切断 小林正美、○三山幸子、小宮
山真 (東大工 )

1‐ 16P希土類元素イオンによるDNAの切断 ○松本洋一 (筑波大物質工)、 小宮山真 (東大工)
1‐ 17Pヒ ドロキサム酸の銅 (‖)イ オン存在下によるDNA鎖切断とその反応機構 ○橋本茂樹、中村有イ申 (東
京理科大基礎工)

1‐ 18Pアデノシン3'、 5:一環状リン酸の加水分解反応に対するランタノイド金属イオンの驚異的な触媒作用
○須磨岡:享 (筑波大物質工)、 小宮山真 (東大工 )

1‐ 19P RNA加水分解における律速段階の動力学的解明 ○椎葉哲朗 (筑波大物質工)、 小宮山真 (東大工 )
1‐ 20P‖ DVリ ボザイムの活性必須残基の探索 ○西川諭 1、 徐玲雅 1、 Penmetcha Kumarl、 川上純司 2、

西川宮美子 1、 多比良和誠 1(l微工研、2北大薬 )
1‐21Pヘアピン型リボザイムによる交差連結反応およびRNAの 組み換え反応の解析 ○小松康雄、小泉誠、
関口陽、大塚栄子 (北大薬 )

1‐22Pリ ボザイムによる線虫mRNA発現阻害の試み ○川原哲史、大島靖美 (九大理 )
1-23P多価アミンを触媒とするRNA加水分解～反応機構と位置選択性の付与～ ○吉成幸一 (筑波大物質
工)、 井野川拓也、小宮山真 (東大工 )

1-24Pキ ャピラリーゲル電気泳動によるDNAの分離とシークエンシング ○馬場嘉信、津波古充朝 (神戸
女子薬大 )

1‐ 25Pポ リビニルアデニン合有ヒドロゲルを用いたキャピラリーアフィニィティーゲル電気泳動による
d(TTTATT)と (¬

・ATTDの 認識 ○澤智裕、明石満 (鹿大工)、 馬場嘉信、津波古充朝 (神戸女子薬
大)

1‐ 26P Gク ラスターを含むリボオリゴヌクレオチドの構造解析 〇志田敏夫、関口順一 (信州大繊維 )
1‐27Pブロー ドニングしたNMRシ グナルをもった一本鎖DNAの構造 村上章 1、 ○鈴木利典 1、 田村裕 1、

西正敏 2、 森井孝 1、 井出博 l、 牧野圭祐 1(1京都工繊大、2摂南大薬 )
1‐28P水溶液中ではリン5配位中間体は必ず存在する Ari Y‖ niemela、 ○内丸忠文、田辺和俊 (化技研)、
上林正巳、多比良和誠 (微工研 )

1‐29P合成RNAと キナクリンおよびその類似物との相互作用 :速度論的研究 ○吉松早織、中村正一郎、
久保田幸雄 (山口大理 )

15:30‐ 16:30 セッション4 ポスター発表 (1‐ 15P～ 1-29P)
16:30■ 8:30 セッション5 構造解析、相互作用
1‐30 ATP単結晶およびDNA配向結晶の偏光顕微ラマンスペクトル ○坪井正道 (いわき明星大理工)、
牛澤浩一、上田豊甫 (明星大理工 )

1-31 連続 した非ワ トツンークリック型塩基対を含むRNA 2重 らせんの結晶構造 ○藤井敏 1、 田中好幸 l、

上杉晴_2、 田中俊樹 3、 坂田武志 1、 廣明秀-1(1阪 大薬、2横浜国大工、 3蛋 白工学研 )
1‐ 32 Retinoic Acid Receptor― DNA結合 ドメインの構造及びそのDNA結合に関する研究 ○片平正人 (横浜
国大工)、 R.Kaptein(オ ランダ・ユ トレヒト大 )

1‐33 蛍光エネルギー移動を利用 したDNA上の特定位置間の距離の推定 ○尾崎広明 (群馬大工)、 ラリ
ーW.マ クラフリン (ボ ストン・カレッジ)

1‐34 合成ポリマーによって引き起こされるDNA分子の形態変化と動的挙動 :蛍光顕微鏡による直接観察
○南川慶二、松沢有希子、吉川研一 (名大人間情報)、 西村千寿、前田瑞夫、高木誠 (九大工 )

1‐35 新規直線状 トリスインターカレータの塩基配列に依存 したDNA結合 竹中繁織、○西側秀一、近藤
寛樹 (九二大情報工)、 高木誠 (九大工 )

1‐36 蛍光分光法によるアジドチミジンとDNA塩基間の電子相互作用 今久保慶― (名大理物理 )
1‐37 合成RNAと キナクリンおよびその類似物との相互作用 :分光学的研究 ○中村正一郎、古松早織、
村上勝彦、久保田幸雄 (山口大理 )
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11月 12日 (木 )
9:00‐ 10:30 セッション6 ヌクレオシドの合成、反応 (1)
2‐ 1  チアヌクレオシド類の合成 上西潤一、○本山満弘、高橋啓司 (岡山理科大理 )
2‐2  DASTを利用 したフッ素化ヌクレオシド類新規合成法 丸山徳見、○内海邦彦、佐藤佳子 (徳島文理
大薬 )

2-3 [2"_2Hl_デ オキシリボヌクレオシド類の高立体選択的合成並びにそれらを含むオリゴマーの合成 川
島悦子 1、 ○関根健志 1、 青山如生 l、 平尾一郎 1、 甲斐荘正恒 2、 京極好正 3、 石戸良治 l(1東薬大、
2都立大、3阪大蛋自研 )

2‐4  2‐イミノマロン酸ジエステルをジエノフィルとして用いる超高圧下でのDiels‐ Alder反 応ならびにそ
の付加体からの炭素環ヌクレオシドの新規合成 片桐信弥、○栗本歩、北濃健司、野地弘之利、佐
藤弘、金子主税 (東北大薬 )

2‐5  3L置換‐21,3'― ジデオキシ‐2Lメ チリデンピリミジンヌクレオシドの合成 ○アブダラA.A.ハ ッサン、
松田彰 (北大薬 )

2‐6  4L炭素置換ヌクレオシドの立体選択的合成 ○原ロー広、田中博道、伊藤佳治、宮坂貞 (昭和大薬 )
10:30‐ 10:50  休憩

10:50-12:20 セッション7 ヌクレオシドの合成、反応 (2)、 オリゴヌクレオチ ドの合成 (1)
2‐7  簡単なアシクロヌクレオシドの合成法 ○姥澤賢、高嶋秀昭、関谷浩― (三菱化成医薬研 )
2‐ 8  1プ ンオキシ酸のアルキル化反応 ○鮎川洋、大内H等吉、東谷誠一郎、高木伸幸、R.K.Singh、 石川
正英、畑辻明 (東工大院総合理工 )

2-9  アデノシン6-N‐ホスホロアミダー トの合成と性質 和田猛、○森口朋尚、関根光雄 (東工大生命理工 )
2‐ 10 シアル酸を含んだ核酸糖類の研究 :CMP‐シアル酸類縁体の合成 池田潔、O長尾美宏、阿知波一雄

(静岡県立大薬 )

2-11 核酸P(∨ )ポ リフィリン誘導体の合成と機能 ○清水剛夫、瀬川浩司、北村昌紀、二村敦人 (京大工 )
2‐ 12  F=IUOreSCent dye phOSphOrarnidite labe‖ ing of oligonucleotides Pete Theisen,(〕 hristie Mc()o‖ u rn,

Krishna∪ padhya,Karen Jacobson,Huynh Vu,OAlex Andrus(Applied Biosysterns inc.)

12:20-13:20  1昼食

13:20-13:50 特別講演 2 自然および誘導突然変異をコン トロールする分子機構 関口睦夫 (九大生医研 )
13:50-15:16 セッション8 オリコヌクレオチ ドの合成 (2)、 ポスター概要説明
2-13 部分的にリン酸 トリエステル構造を有するオリゴDNAの合成 ・早川芳宏 (名大人間情報)、 O早川
昌彦、広瀬雅朗、野依良治 (名大理 )

2-14 2',5'― オリコチオアデニル酸―ウラニルイオン触媒による位置及び立体選択的なオリコマーの合成及
びその物性― ○島津昌光、沢井宏明、篠塚和夫 (群馬大工 )

ポスター概要説明

2-15Pプ リンヌクレオシド類のDIBAL還元による新規リボース部開環反応 ○北出幸夫、広田耕作、牧敬文
(岐阜薬大 )

2-16P2',3Lエ ポキシーピリミジンヌクレオシド類のLi2CuX4に よる位置選択的ハロゲン化 源勝麿、○渡辺
健二、柳原一史 (名大工 )

2-17Pチオグリコシドを用いた2｀デオキシ及び2',3｀ ジデオキシヌクレオシド類の合成 杉村秀幸、○筋野
敬子、大隅賢二 (野口研究所 )

2-18Pシ クロプロパノヌクレオシドの合成 ○川名政次郎、葛原弘美 (理研 )
2-19P ラジカル反応を用いたC―ヌクレオシドの合成12〕 -4員環糖鎖化合物への応用一 〇東郷英雄、石神
祥子、 横山正孝 (千葉大理 )

2-20Pセ リンをスペーサーとする光学活性人工核酸の合成と核酸類との相互作用 増見典央、O和田健彦、
望月衛子、稲木良昭、竹本喜一 (阪大工 )

2‐ 21P N4_ア ミノデオキシシチジンを含むオリコマーの合成とその性質 ○桑鶴祥子、早津彦哉 (岡山大薬 )、
根岸和雄 (岡山大遺伝子 )

2-22P α―グリコシド結合を有する非天然型プリン核酸の合成とその物理化学性質 ○廣田好樹、篠塚和夫、
沢井宏明 (群馬大工 )

2-23Pホ スホロチオエー トオリゴマーの二重鎖、二重鎖DNA形成への影響 ○塚原智、S.― G.Kim、 高久洋
(千葉工大工 )
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2‐24Pラ ベルアンチセンスDNAと核酸およびタンパクとの相互作用 ○村上章 1、 永原俊治 2、 植松弘規 1、

森井孝 1、 井出博 1、 牧野圭祐 1(1京都工繊大繊維、2国立循環器病センター)
2‐25Pデオキシエテノアゲノシンを含む蛍光DNAプ ロープを用いた遺伝子探索 村上章、○乙井健治、藤
村尚子、森井孝、井出博、牧野圭祐 (京都工繊大繊維 )

2‐ 26P2塩基対によって形成されるミニヘアピン型DNAと RNAの構造と,そ の安定性 ○平尾一郎 1、 ,可合剛
大 2、 西村善文 3、 三浦謹一郎 4、 渡辺公綱 2、 石戸良治 1(1東薬大、2東大工、3横浜市大、4学習
院大 )

2‐ 27P最近接塩基対をもつDNAオ リゴヌクレオチ ドの二重らせん形成の動的メカニズム 杉本直己、〇本
多敬一、佐々木宗夫 (甲南大理 )

2‐ 28P大腸菌tRNAの 15N,13Cに よる標識およびNMR解析 ○河合剛太 1、 高柳正明 2、 林宣広 1、 新美辰也 3

三瓶厳_3、 溝淵潔 3、 宮澤辰雄 2,4、 横山茂之 3、 渡辺公綱 1(1東大工、2横浜国大ェ、3東大理、
4現蛋白工学研 )

15:16-16:15 セッション9 ポスター発表 (2-15P～ 2‐28P)
16:15‐ 18:00 セッション 10 アンチセンス、塩基対合、tRNA
2-29  Novei strategies towards construction of non‐ ionic and achiral backbones in an antisense

oligonucleotides OYagesh S.Sanghvi,J‐ J.Vasseur,Francoise Debart and P.Dan Cook(iS!S

Pharmaceuticals,U.S.A.)       ´
2-30 オリゴヌクレオチ ド誘導体の機能化と遺伝子プロープヘの利用 ○山名一成、大橋由人、布田賢治、
青木雅昭、中野英彦、三軒齊 (姫路工大工 )

2‐31 アンチセンスDNA立体異性体の構造特性 村上章 1、 ○田村裕 1、 西正敏 2、 森井孝 1、 井出博 1、 牧
野圭祐 1(1京都工繊大繊維、2摂南大薬 )

2‐32 キメラ核酸による自己相補的DNA・ RNAのハイブリッド形成とその安定性 杉本直己、○松村彰子、
加藤美佐、佐々木宗夫 (甲南大理 )

2-33 高度好熱菌tRNAメ チル化酵素の研究 ○山崎紀彦 1、 堀弘幸 2、 小沢潔 1、 中西茂子 2、 上田卓也 2、
熊谷泉 2、 渡邊公綱 2、 西川一八 1(1東工大生命理工、2東大工 )

2‐ 34 1n vitroに おける大腸菌tRNAア イデンティティーの研究 ○田村浩二、朝原治一、行木信一、姫野俵
大、長谷川典巳、清水幹夫 (宇宙研 )

2‐ 35 半tRNAか らtRNAお よびrRNAへの進化 大西耕二 (新潟大理 )

11月 13日 (金 )
9:00-10:30 セッション 11 分子生物 (1)、 ポスター概要説明
3-1  新しいヒトPCNA関連遺伝子の構造解析 ○谷口泰史 1、 勝俣佳也 1、 小井戸薫雄 2、 吉村真-1、 末
水洋志 1、 守内哲也 1(1東海大医、2慈恵医大病理 )

3‐2  新しいシグナル伝達調節遺伝子の解析 の内海龍太郎、片山諭、池田昌郁、谷口学、野田万次郎 (近
畿大農 )

3‐3  pUC19 β―ラクタマーゼ遺伝子の効率的転写に必要なベントDNAコ ンホメーションの解析 ○廣田美
子、大山隆 (明治乳業ヘルスサイエンス研 )

ポスター概要説明

3-4P PCR― HPLC法による遺伝子コピー数の測定 ○吉村真-1、 宍倉章浩 2、 小井戸薫雄 2、 宮沢善夫 2、
末水洋志 1、 谷口泰史 1、 牛込新一郎 2、 守内哲也 1(1東海大医、 2慈恵医大病理 )

3‐5P 固相化DNAプ ローブによるcDNAク ローニング法 ○鶴井博理 1,2、 金南順 1、 梅沢ゆり 1、
加藤誠志 1,3(1神奈川科学技術アカデミ_、 2順天堂大医、3相模中央化学研究所 )

3-6P 増殖状態に依存 した大腸菌プラスミドDNAの トポロジー変化 ○古野亜弥 (静岡大理)、 加藤幹男
(大阪府立大総合科学 )

3‐ 7P メッセンジャーRNAの構造と真核細胞における翻訳効率 ○脇山素明 1、 平尾一郎 2、 熊谷泉 3、 渡
辺公綱 3、 三浦謹―郎 1(1学習院大生命分子、 2東薬大薬、3東大工 )

3‐8P 逆平行β‐sheet― DNA相互作用モデル化合物、抗菌ペプチドtachyplesin l O米 澤敦夫、杉浦幸雄 (京
大化研 )
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3‐9P Mybタ ンパク質とDNA相互作用 ○谷川潤、西村善文 (横浜市立総合理 )、 石井俊輔、皿井明倫 (理
研筑波LSC)

3‐ 10P放線菌ヌクレオチ ド3● ピロホスホキナーゼの作用とその遺伝子 ○牟田滋、小副川一豊、江崎聡、
M.Zubair、 久原哲、向井純―郎 (九大院農 )

3-1lP DNA複製に対する塩基損傷の影響一Abasic部位におけるプリンヌクレオチドの選択的な取り込み機
構 井出博、○村山浩、森井孝、村上章、木村良晴、牧野圭祐 (京都工繊大繊維 )

3‐ 12Pコ ンフォメーションを制限したサンギバマイシン誘導体の合成とそのプロテインキナーセ阻害活性
飯森隆昌 1、 杉山孝司 2、 自戸博紀 2、 石崎達也 2、 脇坂康尋 2、 大塚晏央 3、 大石武 4、 ○村井安 3、

児玉佳男 5、 大内章吉 5(1帝京大薬、 2横浜国大ェ、 3明治製某薬総研、4明治薬大、5明治製菓薬
技研 )

3‐ 13P耐熱性酵素を用いたPAPSの 合成 ○伊吹洋、田代恭久、林まゆみ、中島宏 (ユニチカ中研)、 Liu
Ming― Cheh(オ クラホマ大)、 水光正仁 (宮崎大生物資源 )

10:30-11:30 セッション 12 ポスター発表 (3-4P～ 3‐ 13P)
11:30‐ 13:00 セッション 13 分子生物 (2)、 変異、複製、酵素等 (1)
3-14 アルツハイマー病の原因と云われるAPP遺伝子のプロモーターの塩基配列について 篠田孝子 (化
技研 )

3‐ 15 Spl亜鉛フィンガーによるGC‐ box認識とDNA構造変化 ○桑原淳、二村真祐美、米澤敦夫、杉浦幸
雄 (京大化 )

3-16 転写因子の塩基性ペプチド領域によるDNA認識 ○森井孝 1、 下村雅俊 2、 斎藤烈 2、 村上章 1、 牧野
圭祐 1(1京都工繊大繊維、2京大工 )

3-17 DNA損傷を導入した合成ms遺伝子の構築と生ずる点突然変異の解析 ○紙谷浩之、三浦裕幸、鈴木
理之、村田尚子、石川博幸、清水美穂、小松康雄、村田哲也、佐々木鋭郎、井上英夫、三浦―伸、

大塚栄子 (北大薬)、 西村退 (萬有製薬つくば研 )

3‐18 リボフラビン光増感によるDNA中の8‐ ヒドロキシグアニンの生成 ○葛西宏 1、 山泉二郎 1、 山本富
裕美 1、 別所忠昌 1,2、 西村1■1,2、 M.8erger3、 J.cadet3(1国立がんセンター研、2萬有つくば
研、 3グルノーブル原子核研 )

3‐ 19 活性硫酸PAPSを 利用する生体内酵素スルフォトランスフェラーゼ ○水光正仁 1、 Fernando P.H.
Pl、 榊原陽-1、 中島宏 2、 Liu Ming‐ Cheh3、 中津誠―郎 1(1宮崎大農、2ュニチヵ、3オ クラホ
マ大 )

13:00‐ 14:00  昼食
14:00‐ 14・ :30  特別講,寅 3  1Sorne novel pyrirnidine nucleoside rearrangernents effected by

diethylaminosulfur trifluoride(DAST)Anne巨 .Lloyd,Paul L.Coe,0‖ ver W.Howanh,
ORichard丁 .Walker(University of Birmingham,U.K.)

14:30‐ 16:15 セッション 14 変異、複製、酵素 (2)
3‐20 タンパク質をプライマーとするDNA複製 ○岸努 (東大工)、 三浦護―郎 (学習院大生命分子 )、
松本幸次、広川秀夫 (上智大生命研 )

3-21 Trifluoromethyldeoxyuridine(CF3dUrd)の DNA合成阻害機構の解明 ○佐竹弘靖、武田節夫、綿矢有
佑 (岡山大薬)、 松村彰子、佐々木宗夫、杉本直己 (甲南大理 )

3‐ 22 5‐ スチリルdUTPお よびその糖部変換アナログのレトロウイルス逆転写酵素および真核生物DNAポ リ
メラーセに対する阻害効果 O山口十四文、実吉峯郎 (西東京科学大バイオサイエンス)、 松影昭
夫 (愛知がんセ)、 伊豆田俊二、鈴木元、吉田松年 (名大医 )

3‐ 23 細胞内dNTPプールの不均衡時に誘導されるDNA二本鎖切断酵素 ○大谷昌士、黄和信、中沢徹、綿
矢有佑 (岡山大薬 )

3-24 修飾ヌクレオチドを含むオリゴリボヌクレオチドのエキツクレアーゼ活性に対する阻害効果 ○坂
爪修、田中博昭、高久洋 (千葉工大工 )

3‐ 25 イツプロビルリン酸 トリエステルを含むDNAの生物活性 屋蟹i哲也 (岡山大薬)、 山名一成、西島
佳孝 (姫路工大工)、 ○根岸和雄 (岡山大遺伝子 )

3‐ 26 6‐ Azauridine誘導体の鎮静・睡眠作用 ○木村敏行 1、 渡辺和人 1、 越上誠 2、 宮本謙_3、
近藤緊美 4、 山本郁男 1(1北陸大薬、2日研化学、3北陸大創薬研、4日水製薬 )

16:15-16:30 閉会の辞、来年度予定
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参加予約申込 締切 :8月 31日 (月 )
住所、氏名、所属を明記の上、郵便振替 (福岡 5-9081第 19回核酸化学シンポジウム)に て下記
参加登録費をご送金下さい。なお、プログラムと参加登録証は当日会場にてお渡じ致します。

参加登録費 予約 :―般 (共催学会会員)8,000円  学生 5,000円
当日 :各 2,000円増 し

懇親会  11月 12日 (本) 18:30よ り、リーセントホテルで開催の予定。

参加費 :一般 8,000円 、学生 5,000円。原則として予約制とします。参加費を添え、参加
登録予約時にお申し込み下さい。なお可能な場合には、前日申込受付を行うこともあります。

宿泊案内、航空券割引案内
いくつかのホテルを確保 しております。参加予約申込者には龍王旅行天神本部店核酸化学シンポジウム

係(TEL 092‐ 711-1885 FAX 092-751-1773担 当
・
竜口または西)よ り宿泊案内書等をお送りします。その

他の希望者は上記あてお申し込み下さい。また、 11月 10日 (火 )夕方の東京―福岡、11月 13日 (金 )
夕方の福岡一東京便航空機各 1便を、特別割引料金による団体便として設定する予定です。これについて
も参加予約者に龍王航空よりご案内致しますので、希望者はお申し込み下さい。

申込及び連絡先 :〒 812福岡市東区箱崎 6-10-1
九州大学理学部分子遺伝学講座

大島靖美または谷時雄

TEL 092‐ 641‐ 1101 内線4420 or 4421
FA×  092-632‐2741
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日本学術会議だより  M23

平成 3年 11月  日本学術会議広報委員会

日本学術会議は, このたび開催した第 113回 総会において,第 15期活動計画と新しい特別委員会の設置を決定しましたの
で,そ の概要をお知らせいたします。

日本学術会議総会における内閣官房長官挨拶

平成 3年 10月 23日 (水 )日 本学術会議講堂
日本学術会議第 113回 総会に当たりまして,一言ご挨拶
を申し上げます。

御承知の通り, 日本学術会議は,我が国の科学者の内外
に対する代表機関として,科学の向上発展を図り,行政 ,
産業及び国民生活に科学を反映浸透させるという重大な責
務を負っております。
21世紀に向けて, さらに調和のとれた真に豊かな国民生
活を実現するためには,創造性豊かな科学技術は申すまで
もなく,学術全般を一層発展させることが必要であります。
また,我が国の国際的地位の向上に伴い,,全地球的視点に
立った我が国の国際的な貢献が強く求められております。
そこで, 日本学術会術の皆様におかれましては, 日本の
科学研究の一層の進展のために,長期的かつ高い観点から
議論を重ねていただくとともに,科学研究の分野において
我が国がどのような国際的貢献をなすべきか等自然科学の
みならず,人文・社会科学も含めた全学問的領域から総合
的に検討していただき,建設的な御意見を積極的にお出し
いただきたく,お 諮りをいたします。
頂戴いたしました有意義な御意見につきましては,そ の
実現に最大限の努力をいたしたいと考ぇております。
終わりに, 日本学術会議の今後の御発展と,御出席の皆
様方の御健勝を祈念いたしまして,私の挨拶といたします。

日本学術会議第 113回総会報告

日本学術会議第 113回 総会 (第 15期 。第 2回 )は ,10月
23日 ～25日 の 3日 間開催された。
総会冒頭,官房長官の挨拶があった。(上掲 )
近藤会長からの前回総会以降の経過報告に続いて,運営
審議会附置委員会,部会,常置委員会,国際対応委員会の
各委員長,部長からの報告があった。そして第15期 日本学
術会議の活動方針となる「第15期活動計画(申合わせ )」 と
「臨時(特別 )委員会の設置について(申 合わせ )」 (別掲 )
の 2件の提案があり,真剣な討議の後,一部修正をして,圧
倒的多数の会員の賛成により可決した。この 2件の提案内
容は,前回の臨時総会で設置された第15期活動計画委員会

が審議を重ねて作成したものであり, またその間に 2回の
連合部会及び部会を開いて,各会員の意見を集約したもの
である。

総会 2日 目は,予定を急遠変更してSSC(超 電導超大
型粒子加速器)計画についての討議を行った。これは去る
10月 15日 に運営審議会のメンバーに対し,米国大統領補佐
官 D・ アレン・ブロムリー博士が, SSC建 設計画に関し
て日本の協力を求めるスピーチを行ったのに対して,第 4
部から総会討議資料が提出されたためである。中岬貞雄第
4部長と伊達宗行会員が登壇し説明を行い質問等に答えた
後討議に入った。午後も熱心な討議は続き政府に対して要
望を提出することが採択された。

内閣官房長官挨拶の中で諮られた学術に関する国際対
応については,第 15期 活動計画の中にも提唱されているが
学術会議としては,今後,重要案件として審議することと
した。
このほか,広報委員会,将来計画委員会も開催された。
総会 3日 目は,各常置委員会,各特別委員会 (第 1回会
議)が開催された。

第 15期活動計画

日本学術会議は,創 設以来,科学者や学術研究団体との
連携の下に,そ の目的・職務の遂行に努力し,我が国の学
術研究体制の整備についての重要な勧告等を行い,研究所
の設立などを含めて数々の業績を挙げてきた。また,数 多
くの国際学術団体との連携・協力,国際学術協力活動への
参加など世界の学界と提携しつつ学術の進展に貢献してき
た。しかしながら,創設後40有余年を迎えた現在,学術を
取 1)巻 く状況は,国際的にも国内的にも著しい変化を生じ
た。このような状況を踏まえて,第 15期 日本学術会議は,
本会議の創設以来の基本的精神を引き続き堅持しながら,
変動の激しい内外情報に対応して,な お一層の成果を挙げ
るべ く努力する。
日本学術会議は,学術に関する重要事項を自主的に審議
し,我が国の学術研究の在り方についての方策を立案し,
学術研究の成果を行政,産業及び国民生活に反映浸透させ
ることを使命としている。このため,会員の科学的知見を
結集し,時代の要請に即応しつつ将来を見通し,以下の視
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点から学術研究の一層の推進を図る。
人文・社会及び自然科学を網羅した日本学術会議は,全
学問的視野に立ち,学術研究団体を基盤とする科学者の代
表機関であることを認識して,全科学者の参加と意見の集
約を図らなければならない。さらに,本会議が集約した科
学者の意見を速やかに政策の形成に反映させるようにすべ

きである。特に学術政策については,他の関係諸機関との
連携を強化し,そ の実現を図る。
また,学術研究団体を基盤とする日本学術会議は,関係
ある学術研究団体等から推薦された科学者を中心として構

成される研究連絡委員会の重要性を認識し,そ の活動を強
化するとともに,学術研究団体との連絡を密にし,研究基
盤の強化を図り,高度化する学術の発展に貢献する。
我が国の科学者を内外に代表する機関である日本学術会

議は,国際社会における我が国の地位の向上に照らし,海
外諸国の期待と時代の要請にこたえて,学術の分野におけ
る国際貢献に積極的な役割を果たすべきである。
日本学術会議は,真理探究という基本理念に立脚し,国
民とともに学術の在り方を考え,同 時に学術の国際性を重
視するものである。そのためには,学術の健全な発展に向
けて,学問・思想の自由の尊重と研究の創意への十分な配
慮の下に,長期的かつ大局的な視点に立ち,創造性豊かな
研究の推進に努める。
科学が文化国家の基礎であるという確信に立ち, 日本学
術会議は,科学者の総意を代表してその精神を高揚したい。
即ち,21世紀に向けて学術体制及び研究・開発の望ましい

在り方を抜本的に検討し,我が国の学術政策に指針を与え
ることにより,国民の期待にこたえるとともに,人類の福
祉と世界の平和に貢献することを期するものである。
1.重点目標
第15期活動計画の重点目標は,次のとおりとする。
(1)人類の福祉・平和・地球環境の重視
今世紀において,科学・技術は長足の進歩を遂げたが,
一方において,地球環境の悪化を始めとして,人類の将
来を脅かすような事態が起こっている。さらに現在の世

界は,激動の渦中にあり,そ の影響は,学術の分野にも
及んでいる。

今日の社会的現実が提起している問題を解決するには,

直接に関係する研究だけでなく,広 く諸科学が積極的に
関与する必要がある。そのためには, 多くの研究領域が,
それぞれ独自に一層の深化を図るとともに,共同の努力
を行い,研究の内容,学問体系の変革にまで進むべきで
ある。人文・社会及び自然科学を包含する日本学術会議

は,そ の特徴を生かして十分な審議を行い,人類の福祉
。平和・地球環境を重視して,学術研究の進むべき方向
を提示する。

(2)基礎研究の推進
学術の研究は,人類の発展に不可欠であることは言を
またない。日本学術会議は,将来の学術の発展に向けて,
各分野の基礎研究の推進に積極的に取り組むこととする。

また,学術の領域は広範多岐であり,基礎研究であれ
応用研究であれ,そ れぞれの領域ごとに方法論も異なり,
研究者の求めるものに大きな違いがあることを十分に考

慮し,各分野の研究者の声を聞き,そ れぞれ|=適 =し た育
成策を講ずる必要がある。それと同時に,学術研究の動
向に注目し,い わゆる学際的研究や学問の総合化に留意
しつつ,諸科学の調和のとれた発展を目指すことが重要
である。
以上のため,第 13期においては学術研究動向,第 14期
においては学術研究環境に関する調査研究を行い,我が
国の学術水準の国際比較やその発展を阻害する諸因子な

どを指摘した。今期においては,こ れらの調査結果を参
考にしつつ,創造性の基礎となる個人の着想を重視し,
かつ,国際的にみた学術研究の動向を見極め,独創的研
究の強化策等を積極的に図る。さらに,国民生活の向上
発展に資する学術の具体的方策を審議提言する。

(3)学術研究の国際貢献の重視
学術研究は,本来,真理の探究を目指す知的活動であ
り,そ の成果は広 く人類共通の資産として共有されるべ

きものである。したがって,学術の国際交流は,学術研
究にとって本質的に重要であり,そ の在り方に常に関心
を払う必要があることは言うまでもない。

さらに近年は,国際平和の推進や環境問題の解決等,
いわゆる地球的あるいは国際的規模の課題について,我
が国の研究を充実させつつ,広 く世界の諸科学の発展を
積極的に推進する必要が増大している。また,発展途上
国及び近隣諸国の学術振興のため,こ れら諸国の研究者
に協力して,貢献策を立案することが強く要望されてい
る。これらのことから,我が国の科学者が今後積極的に
国際貢献に取り組み,学術を人類の繁栄と世界の平和に
役立てるため積極的な役割を果たすことが必要となりつ

つある。
以上のような状況から,本会議が築いてきた国際学術
交流・協力の在り方についての諸原則と実績を基盤とし

て,学術の国際交流・協力の飛躍的な拡充強化を図り,
国際的寄与を格段に拡大することが極めて重要である。
2.具体的課題 (要旨)
次の課題を選定した。

(1)科学者の倫理と社会的責任
(2)学術研究の長期的展望
(3)研究基盤の強化と研究の活性化
(4)研究者の養成
(5)学術情報・資料の整備
(6)学術研究の国際交流・協力
(7)国際対応への積極的取り組み
(8)文化としての学術
(9)平和と安全
(10)死 と医療

(10 生命利学と社会的諸問題

(10 人口・食糧・土地利用

(13)資源・エネルギーと地球環境

(10 巨大システムと人間
3.具体的課題への対処及び臨時 (特別)委員会設置
について (省略 )

注 :国際対応委員会の扱いは常置委員会の並びとする

◇今回の総会決定により設置された特別委員会◇
・文化としての学術
・平和と安全
・死と医療
・生命科学と社会的諸問題
。人口・食糧・土地利用
・資源・エネルギーと地球環境
。巨大ンステムと人間

御意見 。お問い合わせ等がありましたら,下記ま
でお寄せ ください。

〒106東京都港区六本木7-22-34
日本学術会議広報委員会 電話03(3403)6291
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第15期特別委員会の活動始まる

平成 4年 3月  日本学術会議広報委員会

日本学術会議では,昨年の10月 の総会において設置された第15期の各特別委員会が活動を始めましたが,今回の日本学術

会議だよ l)では,こ れらの特別委員会に加えて, 日本学術会議主催 IGBPン ンポジウム等についてお知らせいたします。

第 i5期の特別委員会

昨年10月 の第:113回総会で決定された, 日本学術会議の

第15期活動計画では,活動の重点目標として,①人類の福
祉・平和・地球環境の重視,②基礎研究の重視,③学術研
究の国際貢献の重視,の 3本の柱を掲げるとともに,こ れ
らの重点目標を踏まえて,多方面の科学者によって構成さ
れる日本学術会議にふさわしく各分野にわたって広く対応

し,かつ第15期中に適切な形で報告・提言に取りまとめる
べき具体的課題として14の課題を選定している。
具体的課題のうち,今期中に一応の結論を出すことが望
ましい臨時的な 7つの課題については,それぞれ特別委員
会を設置し,審議を開始した。
各特別委員会の名称及び任務等は次のとお ')である。

◆文化としての学術
委員長 :宅間 宏 (第 4部会員 )
(任務 )学術は,人類発展の基礎である。学術研究の意
義についての社会的認識を深めるため,文化とし
ての学術の在り方を検討する。

◆平和と安全
委員長 :香西 茂 (策 2部会員)
(任務 )平和と安全の確保や国際摩擦の解消等に関する
研究推進の在り方及び研究体制等について検討す
る。

◆死と医療
委員長 :小坂三度見 (第 7部会員 )
(任務 )医療技術の急速な進展は, 自然科学の分野だけ
でなく,人文・社会科学の領域にも種々の問題を
提起している。終末医療における尊厳死,安楽死
や医療経済の問題,さ らに説明と同意などの社会
的側面等人の死と医療の在 |)方 について検討する。

◆生命科学と社会的諸問題
委員長 :山科郁男 (第 7部会員 )
(任務)生命科学とその応用の急速な進展に伴い,倫理
的,社会的諸問題並びに規制の在 1)方等について
検討する。その際,我が国における生命科学の研
究体制の在り方にも留意する。

◆人口・食糧・土地利用

委員長 :梶井 功 (第 6部会員 )
(任務)世界人口の増加や地球環境変化による食糧需給
の不安定化問題と, これらに伴う土地利用変化の

諸影響等を総合的に検討して,人間活動の在り方
を探る。また,一極集中の激しい我が国の現状を
勘案し,今後の国土利用の在 |)方 についても検討
する。

◆資源・エネルギーと地球環境

委員長 :吉野正敏 (第 4部会員 )
(任務 )資源・エネルギーの開発と利用に伴う自然及び
人間社会への影響を研究し,「持続可能な発展」
のための諸方策と環境教育の在 I)方等について検
討する。

◆巨大システムと人間

委員長 :内山喜久雄 (第 1部会員 )
(任務)技術革新・ンステムの巨大化が人間に及ぼす影
響について,安全性確保と人間性尊重の立場から
検討する。

これらの各特別委員会は,発足以来現在までに各々 2～
3回 の会議を開催して,そ れぞれの任務に添った具体的な
審議課題や今後の審議計画等について熱心に審議を進めて
いる。今後の審議の成果が大いに期待されているところで

あり,今後,審議成果が発表され次第紹介していく予定で
ある。

公開講演会の開催状況

第15期に入って,初めて開催された日本学術会議主催公
開講演会は,「文明の選択―都市と農業・農村の共存を目
指して一」と題して,平成 4年 1月 27日 (月 )13時30分 ～16
時30分に,福岡明治生命ホール (福岡市)で開催され,水
間会員(第 6部 ),北村会員(第 6部 )及び利谷会員(第 2部 )
の講演が行われ,多数の聴講者があった。
つづいて,「子どもの人権を考える」と題して,平成 4
年 3月 7日 (土 )13時30分～16時30分 に, 日本学術会議講堂
で開催され,堀尾会員(第 1部 ),永井会員(第 2部 )及び馬
場会員(第 7部 )の講演の後、熱心な質問が続出した。

サ ザ 果フォ 惣
圏 国際協 同研 究計画 (:GBP)

日本学術会議主催の地球圏一生物圏国際協同研究計画

(IGBP)ン ンポジウム「日本の IGBP研 究の現状と
将来」が去る2月 4日 (火 ),5日 (水 )の両日, 日本学術会議
を会場として開催された。
日本学術会議においては,平成 2年 4月 の総会において
「地球圏一生物圏国際協同研究計画 (IGBP)の 実施に
ついて(勧告 )」 を採択し,政府に対し研究の積極的な推進
を求めたところであるが, IGBPに ついて国内の各研究
者,研究機関において実施される研究の促進を図るととも
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に, この研究が極めて多くの分野にわたり, また多数の研

究機関が関与していることから,こ の研究の連絡,調整を
図る場として,本 ンンポジウムを開催することとしたもの
である。また,我が国の IGBPの 研究が,広義のモンス
ーン・アジア地域,西太平洋地域,極域を中心に行われる
ことから, これらの地域の研究者を招きそれぞれの国の研

究の状況の紹介,意見交換を行った。
本ンンポジウムの内容は次のとおりである。

〔1日 目〕
講 演  IGBPに ついて

第 1領域～大気微量成分の変動と生物圏
(1)地球大気化学国際協同研究計画 (IGAC)
(2)IGACの 東アジアにおける展開 (APARE)
第 2領域～海洋における炭素循環
(3)海洋における炭素循環
第 3領域～地球変化に係わる生態系及び水循環
(4)炭酸ガス変動が炭素循環に及ぼす影響
(5)水循環と生態系 (BAHC)
第 4領域～地球圏一生物圏の相互作用を考慮したモデリン

グ

(6)気候モデルおよび大気化学モデル

(7)局地気候・環境モデリングの立場から
(8)生態系モデリングの立場から
第 5領域～ IGBPに おける地球観測衛星の整合性と問題点
(9)気象衛星データの現状と将来
(10)地球観測衛■データの現状と将来

(10 NASA EOS と ASTER
第 6領域～古環境変化の原因と応答
(12)PAGESについて
(13)南極氷床 ドーム深層掘削観測計画

(14 温暖化と沿岸環境

第 7領城～農林水産活動の地球環境への影響
(19 農業上態系に関する地球環境研究―メタンと温暖化一

(16)森林・林業に関する地球環境研究―炭素収支と温暖

化の抑制一

〔2日 目〕
特別講演～ナンヨナルプロジェクト紹介～

オーストラリア,中 国,フ ィリピン, タイ及び日本
領域別個別討議
第 1領域から第 7領域まで
各領域からの報告

総合討論
当日は2日 間にわたるンンポジウムであったが 300人 を

超える参加者があ |), 盛況のうちに終了した。

本ン/ポ ジウムの成果は,報告書として取りまとめ,今
後の研究の参考資料として関係機関・研究者等に配布する

こととしている。
なお,平成 4年度にも引き続き本ンンポジウムを開催す
る予定である。

二国間学術交流事業

日本学術会議では,二国間学術交流事業として毎年代表
団を海外に派遣し,訪問国の科学者等と学術上の諸問題に
ついて意見交換を行って,相互理解の促進を図る事業を行
っている。

この事業は,昭和58年度から実施されており, これまで
にアメリカ合衆国,連合王国,ォーストラリア,中華人民
共和国等19か 国に代表団を派遣してきた。

平成 3年度は,11月 4日 から14日 までの11日 間の日程で,
ベルギー王国及びオーストリア共和国へ,川 田侃副会長を
団長とする計10名 (う ち随行事務官 2名 )か ら成る代表団
を派遣した。
ベルギー王国では、科学技術担当省、科学、文学及び芸

術に関する王立アカデミー,ブ リュッセル自由大学,EC
本部教育関係機関,EC本 部環境総局などを, また,オ ー
ストリア共和国では,科学研究省,オ ーストリア科学アカ
デミー,ウ ィーン大学, ドナウ河畔の国連都市にある国際
原子力機関 (IAEA),国 連工業開発機関 (UNIDO)
などを訪問した。
各訪問先では,関係者との間で,それぞれの国の学術研
究体制や科学技術政策などをめぐって活発な意見交換が行

われた。
特に印象的だったものとして,ま ずベルギー王国では,
ECが推進しているERASMUS計画,こ れは EC Ac● on
schemeお r the Moblity of University Studen撻 の略で,E
C12か 国の大学生を域内各国へ相互留学させて,専門課目
や語学の能力向上あるいは風俗習慣の理解をはかろうとす

るもので,ECの 将来に大きく貢献するものと思われる。
また,ベルギー王国は,長い歴史の流れの中で,フ ランス
語とオランダ語の 2か 国語が話されてきたため,こ の言語
間の対立が,政治 。経済の発展はもとより,学問の分野に
も非常に複雑な影響を与えていることであった。今回訪間

した科学,文学及び芸術に関する工立アカデミーやブリュ
ッセル自由大学もまったく同名のアカデミーと大学がフラ

ンス語系 (ワ ロン系)と オラング語系 (フ ラマン系)と に

分かれて存在しており,我々の代表団も,団編成を2班に
分けてこれらの機関を訪問することになったことは,非常
に印象的であった。
オーストリア共和国では,650年 の伝統をほこるウィー
ン大学やオーストリア科学アカデミーの建物の重厚さに目

を見はり, またドナウ河畔に作られた国連都市に IAEA
とUNIDOの 2つの国連機関を訪問した際には、 IAE
Aのチェルノブイリ原発事故以後の核問題への積極的な取
り組みやUNIDOの 開発途上諸国における工業発展に対
する貢献度の大きさに団員―同大いに感激するとともに,

D.L.Siason Jr.UNIDO事 務局長の流暢な日本語には,
だれもがびっく|,さ・せられた。

近年,学術,特に基礎研究における我が国の国際貢献の
重要さかウェイトを増す中で, この種の学術交流事業は益

々強化されるべきものであることを,派遣代表団員全員が強

く認識させられた今回の渡欧であった。

御意見・お問い合わせ等があ |)ま したら,下記ま
でお寄せ ください。

〒106東京都港区六本木 7-22-34

日本学術会議広報委員会 電話03(3403)6291
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